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１
月
11
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
成
人
式
が
開
か
れ
、
ス
ー

ツ
や
着
物
で
着
飾
っ
た
新
成
人
１

５
０
人
が
出
席
し
た
。
今
年
の
御

船
町
の
新
成
人
は
、
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
１
９
７
人
（
男
１
１
４

人
、
女
83
人
）
が
対
象
。

式
で
は
、山
本
孝
二
町
長
が「
こ

れ
か
ら
歩
ん
で
い
く
道
は
、
決
し

て
平
た
ん
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
困
難
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
重

ね
、
自
分
自
身
の
夢
の
実
現
の
た

め
に
日
々
努
力
し
、
素
晴
ら
し
い

未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
。
新
成
人
を
代
表

し
て
味
喜
麗
也
さ
ん
と
牧
鶴
祈
世

蘭
さ
ん
が
「
現
在
、
私
た
ち
の
未

来
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
若

者
の
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
力
は

微
力
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り

よ
い
社
会
に
な
る
よ
う
に
と
い
う

想
い
を
胸
に
、
地
域
社
会
の
創
造

に
貢
献
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
私

た
ち
は
成
人
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
と
り
、
積
極
的
に
社
会
へ
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

新
成
人
の
意
見
発
表
で
は
、
星
野

茜
さ
ん
、
河
地
雄
太
郎
さ
ん
、
山

﨑
優
衣
子
さ
ん
が
発
表
し
た
。

式
終
了
後
は
、
成
人
式
実
行
委

員
が
企
画
し
た
第
２
部
が
開
か
れ
、

恩
師
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

新
成
人
た
ち
の
思
い
出
の
写
真
が

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
上
映
さ
れ
た
。

ま
た
、
５
人
の
恩
師
が
登
場
し
会

場
を
沸
か
せ
た
。
最
後
は
、
新
成

人
全
員
で
御
船
中
学
校
の
校
歌
を

合
唱
。
会
場
は
一
つ
に
な
っ
た
。

新
成
人
実
行
委
員
会
を
終
え
て

　
「
今
年
の
成
人
式
は
盛
大
に
し

よ
う
」
と
以
前
か
ら
友
達
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
を
任

さ
れ
、
成
人
式
第
２
部
の
企
画
や

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
な
ど
の
作
成
を
実

行
委
員
11
人
で
10
月
か
ら
行
っ
て

き
ま
し
た
。
仕
事
や
学
校
で
、
な

か
な
か
集
ま
れ
ず
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
夜
遅
く
に
集
ま
り

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
日
も
多
く
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
成
人
式
が
終
わ
り
、
み

ん
な
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
時
は
、
達
成

感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
頑
張
っ

て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
大
人
の
人
た
ち
が
な

ん
で
も
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
私
た
ち
が
、
町

が
よ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
、
積
極

的
に
意
見
を
出
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

成人式実行委員長

牧
まきづる

鶴祈
き よ ら

世蘭さん（辺田見）
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平成27年成人式
二十歳の門出

１_第２部で御船中学校の校歌を全員で合
唱する新成人たち　２_交通安全宣言を述
べる松永圭司さん（左）と菅美幸さん（右）
３・４・５_意見発表を行った山﨑優衣子
さん（3）、星野茜さん（4）、河地雄太郎さん
（5）　６_新成人を代表して記念品を受け
取る坂田真理さん　７・８・９・10_記念
撮影を行う新成人たち　11_誓いの言葉を
述べる味喜麗也さん（左）と牧鶴祈世蘭さ
ん（右）　12_式典で司会を務めた舞永沙
希さん（左）と上口結衣さん（右）　13__第
２部で司会を務めた伊津野智毅さん（左）
と何川祐樹さん（右）

成人式実行委員
牧鶴祈世蘭さん（辺田見）
菅　　美幸さん（高　木）
永野　夏純さん（滝　川）
星野　　茜さん（辺田見）
増田　千穂さん（豊　秋）
味喜　麗也さん（木　倉）
何川　祐樹さん（御　船）
清水　龍成さん（滝　尾）
緒方　　新さん（滝　尾）
松永　圭司さん（滝　尾）
元島　雄太さん（高　木）

1

2

3

6

7

8

9

10

45

11 12

13



表彰者（敬称略）

熊本県知事定例表彰
永年勤続功労章
第６分団第３班　　畑野　英樹
第９分団第２班　　上杉　宏行

熊本県消防協会定例表彰
功績章
第５分団分団長　　竹内　寿幸
第６分団副分団長　木村　瑞樹
第４分団第２班　　山下　直樹
第５分団第２班　　河地　克敏
第６分団第１班　　内村建二郎
第７分団第２班　　彌永　英男
第８分団第１班　　髙森　智和
第８分団第３班　　増永　智則

熊本県消防協会定例表彰
勤績章
第１分団第１班　　田代　誠治
第１分団第１班　　𠮷村　智宏
第１分団第２班　　 井　愼哉
第１分団第５班　　丸岡　信治
第４分団第２班　　大山　大輔
第４分団第３班　　田上　　優
第５分団第１班　　上村　秀幸
第６分団第６班　　田中　茂徳
第７分団第１班　　田中　洋介
第７分団第３班　　山下　大作
第８分団第３班　　大濱　英輔
第８分団第４班　　下田　健太
第９分団第１班　　宮本真二朗
第９分団第２班　　権東　亮二
消防音楽隊　　　　中村小百合

年間分団無火災表彰
９年間　第２分団
３年間　第９分団
２年間　第５分団・第６分団
１年間　第３分団・第７分団

永年無火災班表彰
10年間　第７分団第３班
５年間　第７分団第２班

第９分団第２班
第９分団第３班
第９分団第４班

続
く
表
彰
で
は
、
県
知
事
や

県
消
防
協
会
長
か
ら
消
防

団
員
25
人
へ
、
町
か
ら
無
火
災
の

分
団
と
班
に
、
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

式
終
了
後
、
団
員
は
防
火
衣
を

身
に
ま
と
い
、
小
型
ポ
ン
プ
を
始

動
さ
せ
「
放
水
始
め
」
の
爆
竹
で

一
斉
に
放
水
。
新
春
の
御
船
川
に

32
本
の
水
の
ア
ー
チ
を
描
い
た
。

放
水
後
は
、
女
性
消
防
隊
に
よ

る
炊
き
出
し
訓
練
の
一
環
で
、
団

員
や
式
参
加
者
な
ど
に
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
た
。

平
成
27
年
御
船
町
消
防
団
出

初
式
は
１
月
４
日
、
御
船

川
（
御
船
川
右
岸
）
お
祭
り
広
場

で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
（
石
坂
浩

秋
団
長
、
３
８
９
人
）
の
１
年
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

９
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に
は
、

町
消
防
団
、
町
役
場
女
性
消
防
隊

（
西
本
和
美
隊
長
、
53
人
）、
上
益

城
消
防
組
合
消
防
本
部
（
藤
瀬
幸

広
消
防
長
）
か
ら
３
０
８
人
が
参

加
。
町
、
町
議
会
、
県
、
県
議
会
、

一
般
観
覧
者
が
見
守
る
中
、
観
閲

や
一
斉
放
水
な
ど
を
行
っ
た
。

式
で
は
、山
本
孝
二
町
長
が「
団

員
の
厳
正
な
規
律
や
士
気
旺
盛
な

行
動
に
接
す
る
と
心
強
い
。
今
後

と
も
、
消
防
精
神
の
高
揚
に
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
消
防
・
防

災
体
制
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の

幸
せ
と
郷
土
の
繁
栄
の
た
め
に
精

進
し
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
た
。

平 坦地区から山間地区まで広大
な面積を有する御船町では、

いつ、どこで、どのような災害が発
生する分からない。消防団員は、地
域住民の期待と付託に応えるため
に、いつ、いかなる災害にも迅速か
つ的確に対応できるよう、日々、知
識の習得、技術の向上に努めなけれ
ばならない。消防団員の確保や拡充
もこれからの重要な課題。消防団は、
これからも町民の安心安全のため、
一丸となってまい進していかなけれ
ばならない。

石坂  浩秋  団長

消防団員は、火災、地震、風水害などの災害から、町
民の生命、身体、財産を守ります。18歳以上の人で、

消防団活動が可能であれば町外からの入団もできます。団
員には、報酬支給、公務災害補償、福祉共済などの保証も
あります。消防団から入団勧誘がありましたら、快諾をお
願いします。

町 消防音楽隊は、上益城郡内を中心に活動しています。
18歳～65歳の人で、経験は問いません。消防団行

事や地域イベントなどで音楽活動をしてみませんか。

団員
募集

隊員
募集

１

２

３

5 4

１
年
の
無
火
災
を
誓
う
―
―

平
成
27
年
御
船
町
消
防
団
出
初
式

１_観閲を行う山本町長　２_
炊き出しを行う役場女性消防隊
員　３_25年の永年勤続功労章
を受けた畑野英樹団員（左）上
杉宏行団員（右）
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20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は
大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。「
こ
の

音
楽
が
し
た
い
」。
そ
の
思
い
だ
け

で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌
手

の
道
を
選
び
ま
し
た
。

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は
「
カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

進
む
県
内
の
高
齢
化

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

「
生
き
が
い
」
で
す
。

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。

カントリーミュージック
が大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。

健
康
寿
命
を
延
ば
す

「
生
き
が
い
」

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。「
生
き
が
い
」に
は
健
康
寿

命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

「
い
き
い
き
」
は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を
「
い
き
い

き
」
さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　
　あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ス
テージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

川
かわしま

嶋 捷
としのり

㓛さん（75）河
こ

内
うち

 信
のぶゆき

行さん（71）

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― “ 笑顔 ” の魔法 ―

◎ Profi le（チャーリー ながたに）

●熊本県内の65歳以上の人口と割合
（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

「退職して良かったと思えたのは１カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

ふねまるが御船町に登場してもうすぐ１年。
誕生日を記念して、３月15日にお誕生日会を開催
します！お誕生日会には、ふねまると友達のゆるキャ
ラも遊びにきます。みんなで、ふねまるの誕生日をお
祝いしに来てください♪来場者にはもれなく、ふねま
るからプレゼントがもらえます!! また、クイズ大会で
は、他では手に入らない「ふねまる」グッズを賞品と
して用意しています。たくさんのご来場をお待ちして
います。

◆期　日
◆時　間　10時～11時30分
◆会　場　恐竜博物館交流ギャラリー（１階）
◆イベント内容
ふねまる活動記録（スライド上映）、ふねまるか
らのご挨拶、クイズ大会（賞品あり）、ケーキを囲
んでみんなでHappy Birthday to ふねまる、ふね
まるからのサプライズなど

１月11日、18時10分ごろ、辺田見の国道443号で
ワゴン車が、高齢者を跳ねる交通死亡事故が発生しま
した。
現場は、町でも特に交通量が多い御船警察署前の交
差点近くで、運転者の前方不注視と歩行者の無理な横
断が原因と考えられます。
歩行者は、道路を横断する際、横断歩道を利用し、
左右の安全をよく確認しましょう。また、夜間に外出
する時は、明るい服装や反射材を着用しましょう。
ドライバーは、薄暮時の早めの点灯、上向き点灯を
心掛け、前をよく見て安全な速度で運転しましょう。
交通事故の多くは、運転者が前方をよく見て運転す
ることや、歩行者が無理な横断や飛び出しをしないこ
とで防止できます。必ず周囲をよく見て、安全を確認
して下さい。

１月26日、災害時の人的支援と車両提供に関する
協定を、株式会社麻生交通と有限会社ゆうしんの２社
と結びました。協定は、災害発生時に人的資源（医療
資源、介護支援、搬送支援）として、看護師や運転手
などの派遣支援、人員輸送のための介護車両や物資輸
送のためのトラックなどが提供されるという内容。役
場応接室で調印式を行い、山本孝二町長と麻生伸一社
長が協定書に調印しました。麻生社長は「企業が持っ
ているインフラや能力を町に提供できないかと考えて
いた。災害時には精一杯がんばりたい」と話しました。
町は、公共機関や民間企業と災害時の協定を結んでお
り、民間企業との協定は４社目になります。

軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者や使用者
に対して課税されます。次の❶～❺に該当する場合は

❶車両を所有や使用していない　❷車両を他人に譲っ
た　❸車両を紛失した　❹車両が盗難にあった　❺住
民票と車検証の住所が違う

〈車両別の窓口機関〉
※車両に応じて手続き先が違います。事前に必要な種
類などをご確認ください。

◆役場税務課が窓口の車両　―――――――――――　
☎２８２－１１１４

）
◆県軽自動車協会が窓口の車両　―――――――――

☎３６９－７９２０
以下） 以下）
以下）

◆九州運輸局熊本陸運支局が窓口の車両　―――――
☎３６９－３１８８

以上）

「なぜ痩せなきゃいけないの？～痩せる方法を考え
てみましょう～」と題して、第２回糖尿病予防講演会
を開催します。「20代の頃に比べ、体重が10k g近く
増えている」「体重が思うように減らない」「糖尿病の
家系である」など、心当たりはありませんか。体重の
増加は、インスリンが働きにくい状況になっている可
能性があり、糖尿病と関連している場合があります。
インスリンについて学び、痩せる方法や糖尿病の予

防方法を勉強してみませんか？
※インスリンとは血糖を下げる唯一のホルモンです。

◆日　時
◆場　所　カルチャーセンター２階研修室
　　　　　※旧恐竜博物館側からお入り下さい。
◆定　員　100人
◆参加料　無料・どなたでもご参加いただけます！

◆講　師　戸
と
高
だか
　幹
みき
夫
お
　先生

とだか内科クリニック理事長兼院長
糖尿病専門医

３年に一度の任期満了に伴う、町農業委員会委員一
般選挙が次のとおり執行されます。

◆告示日

◆投票日

◆委員定数　13人

◆立候補の届出
立候補に必要な書類は、選挙管理委員会に用意して

◆立候補の受付日時　３月31日
　　　　　　　　　　８時30分～17時

◆立候補の受付場所　役場２階　庁議室

４月26 、４年に一度の町長と町議会議員の
選挙が執行されます。そのため、選挙に立候補を予定
する人への説明会を開催します。
なお、議員定数は今回の選挙から、２人減の14人
へと変更になります。

◆日　時

◆場　所　役場３階大会議室

◆内　容

の使用説明

◆対象者　選挙に立候補を予定している人や代理人な
ど。当日出席できない人は町選挙管理委員
会事務局までお尋ねください。
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痩せる方法を考えてみませんか
～第２回 糖尿病予防講演会を開催します～

町長・町議会議員選挙

立候補予定者説明会を開催
町農業委員会委員一般選挙

地域農業の代表を決めます

災害時の協定を締結

ふねまるのお誕生日会を開催！

交通死亡事故が発生 廃車や名義変更は３月31日まで

会（総務課内）　☎２８２－１１１１ （総務課内）　☎２８２－１１１１

水



井口誠一さんに表彰状
人権擁護委員に対する法務大臣表彰

人権擁護委員の井口誠一さん（小坂）が、法務大臣表
彰を受け、10月20日、東京都内の法務省で行われました。
井口さんは、平成16年から人権擁護委員として活躍。

現在４期目で、熊本人権擁護委員協議会会長を務めて
います。受賞に「人権擁護委員は町に５人。幅広く相談を
受けており、相談後の安心した相談者の笑顔を見るとう
れしい。人権擁護委員を多くの人に知ってもらい、一人
でも多く早めの対応で、人権侵害されている人を救済で
きるよう相談を受けていきたい」と話しました。

ふねまるが登場
下鶴サロン

１月21日、下鶴サロン（井上朝子代表）にふねま
るが登場し、下鶴公民館前でサロン参加者約25人と
交流を行いました。ふねまるの愛嬌のある動きや表情
に、参加者は多くの笑顔を浮かべ、サロンは賑わいを
見せました。交流後は下鶴橋まで移動し、橋の上で写
真撮影を行いました。井上代表は「ふねまるが来るこ
とでサロン参加者の皆さんに笑顔になってもらえたの
でよかったです」と感想を話しました。サロンは月に
１回、下鶴公民館で行われています。

無病息災を炎に願う
ロータスクラブがどんどや

１月11日、御船川河川敷でロータスクラブ（福味
総一郎会長、15人）の「どんどや」が開催されました。
ロータスクラブは戦後すぐに発足。娯楽がなかった時
代、人々の楽しみのため、ロータスクラブが「七夕」
と「どんどや」を戦後から続けていました。現在は、「ど
んどや」のみ開催。参加者には、だご汁が振る舞われ
ました。福味会長は「年々、会員の高齢化が進んでい
るが、戦後から続く伝統をこれからも続けていけるよ
うがんばりたい」と話しました。

緒方桂午さんに表彰状
九州身体障害者団体連絡協議会から表彰

１月16日、北九州市で行われた第46回九州身体障害者
福祉大会きたきゅうしゅう大会で、長年にわたり身体障
害者福祉事業に尽力されたとして、緒方桂午さんが組織
活動功労表彰を受けました。緒方さんは平成５年に御船
町身体障害者福祉協会に入会。上益城郡身体障害者福祉
連絡協議会副会長を務められるなど、上益城郡および御
船町の障がい者の福祉向上に大きく貢献されています。
緒方さんは「表彰をいただき感謝している。今後も、微力
ながら力の限り福祉向上に努力したい」と話しました。

地域の守り神　毘沙門さん
毘沙門さん御堂落成式

１月23日、木倉地区田端にある御堂の落成神事が行
われました。御堂に祀られている毘沙門さんは、明治時
代の水害で同地区に流れ着いたと伝えられており、守り
神として毘沙門組15世帯が管理しており、毎年10月23
日にお祭りが開催されています。同組の渡邉令之前会
長は「新しく完成した毘沙門さんを利用して、毘沙門組
の融和をますます強くしていきたい。また、いい雰囲気
でみんなが楽しく過ごせるよう、これからも御堂をサロ
ンとしても利用してもらいたい」と完成を喜びました。

大会と研修会を合同開催
町青少年健全育成大会・町PTA研修会

１月24日、町カルチャーセンターで町青少年健全
育成大会（山本孝二会長）と町PTA連絡協議会研修
会（松﨑邦寿会長）が合同で開催されました。大会で
は、家庭の日推進メッセージの表彰が行われ、全84
点の応募作品の中から最優秀作文に選ばれた、清水遙
さん（木倉小３年）が「家族はいいなぁ」を発表しま
した。続く研修会での事例発表では、御船小学校と七
滝中央小学校のPTAが発表。最後に「生活が教育す
る～大人が変われば子どもが変わる～」と題した、大
畑誠也九州ルーテル学院大学客員教授の講演が行われ
ました。また、県童話発表会に郡代表として出場した
丸山凛さん（御船小６年）が「みなまた、よみがえる」
を発表しました。

「家庭の日」推進メッセージ入賞者
◉標語（小・中学校）
最優秀賞　小坂小５年　　髙田　優希 さん
優秀賞　　高木小３年　　髙田　遥菜 さん
◉絵画（小・中学校）
優秀賞　　御船小６年　　松本　絢里 さん
◉作文（小・中学校）
最優秀賞　木倉小３年　　清水　　遙 さん
優秀賞　　御船小６年　　松本　絢里 さん

マレーシアの文化を学ぶ
小坂小学校６年生が交流

１月26日、小坂小学校（吉見和洋校長、172人）
の６年生が、総合的学習の授業で、マレーシア人のニッ
クマン・アルバリ・ムスタバさん家族と交流しました。
交流は、旅行中のニックマンさん夫婦とホストファミ
リーだった須賀とよこさん（豊秋）の提案で実現。１
学期から異文化について勉強していた６年生に、ニッ
クマンさん夫婦が写真を使って英語でマレーシアの風
景や料理、文化を紹介。児童たちは「好きな色はなん
ですか」など英語で考えた質問をしていました。

11 10

下鶴橋でふねまると記念撮影ニックマンさん家族と交流する小坂小６年生

毘沙門さん（左上）と神事後お堂の前で談笑する参加者

１_最優秀賞に選ばれた作文を発
表する清水遙さん　２_童話発表
を行う丸山凛さん　３_御船小学
校PTAによる事例発表　４_大畑
誠也九州ルーテル学院大学客員教
授の講演

２年ぶりに開催されたどんどや

1

32

4



井手　優菜 さん横溝　里奈 さん岩川　ひな さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。
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ふ
は
り
と
地
球
離
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　

宣
子

肥  

後  

狂  

句　
天
狗
会

双
眼
鏡　

目
指
す
漁
場
は
ま
ァ
だ
先　
　
　
　
　
　
　

増
永　

笑
和

の
さ
ん　

ぐ
ぜ
る
程
な
ら
呑
み
な
す
な　
　
　
　
　
　

河
地　

ゆ
き

用
意
周
到　

非
常
袋
は
枕
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田　

実
花

パ
ッ
と
せ
ん　

見
か
け
ん
ご
つ
は
う
ま
く
な
い　
　
　

藤
本　

好
水

実
り
の
秋　

お
先
に
シ
シ
が
頂
か
す　
　
　
　
　
　
　

川
部　

呉
穂

パ
ッ
と
せ
ん　

花
見
に
酒
も
出
ん
と
か
い　
　
　
　
　

𠮷
田　

楽
園

自
信
喪
失　

む
ぞ
が
っ
た
子
に
う
ら
ぎ
ら
れ　
　
　
　

木
村　

道
草

見
た
こ
つ
か　

健
康
器
具
で
く
た
び
れ
た　
　
　
　
　

田
中　

穂
波

一  

般  

投  

稿

人
の
来
て
ま
た
人
の
来
て
三
ヶ
日

若
葉

振
る
鈴
の
た
を
や
か
な
り
て
里
神
楽

山
紫

吾
も
早
米
寿
を
過
ぎ
て
人
生
も
先
の
短
か
さ
泌し

み
じ
み々

思
ひ
つ松

岡　

文
江

私
は
、
大
阪
で
生
ま
れ
て
、
小
学
校
３
年
生
の
時

天
草
へ
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
高
校
生
ま
で
天
草

で
過
ご
し
、
熊
本
の
短
大
へ
進
学
し
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
の
友
達
、
高
校
の
友
達
、
短
大
の
友
達
、
就

職
し
て
か
ら
の
友
達
、
そ
の
時
々
に
た
く
さ
ん
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
仲
の
良
い
友
達
は
高
校
の

時
の
友
達
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
も
よ
く
一

緒
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
友
達
に
な
っ
て
30
年
に
な

り
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
高
校
の
時
に
好
き
だ
っ
た
先
輩
に
告
白
し
て

結
婚
し
た
人
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
な
っ
た
人
、
家

を
建
て
た
人
、
乳
ガ
ン
の
手
術
を
し
た
人
…
。

最
近
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
一
番
仲
の

良
か
っ
た
友
達
が
一
昨
年
、
40
歳
過
ぎ
て
や
っ
と
結

婚
し
た
こ
と
で
す
。
福
岡
で
披
露
宴
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
も
ち
ろ
ん
友
達
み
ん
な
で
お
祝
い
に
行
き
ま

し
た
。高
校
の
時
に
戻
っ
た
よ
う
な
珍
道
中
で
し
た
。

今
年
は
旅
行
に
行
こ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し
た
。
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まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

若
葉
保
育
園　

染そ
め

田だ　

洋よ
う

子こ　

給
食
員

（
天
草
郡
苓
北
町
出
身
）

「
一
生
の
友
達
」

▼高校1年生の時、修学旅行（京都）　後列左から2番目



ジェフェリー先生の英会話 VOL.

生徒たちの夢・目標へ共に向かって

青
あお

木
き

　律
りつ

子
こ

 さん
（滝尾・47歳）

連載

和訳例

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。正解者の中から抽選で10人に
図書カードをプレゼントします。

か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

チョコレートとみかんが大好
きです。たくさん食べて大き
くなって下さい。
（道展お父さん　悠湖お母さん）

増
ます

井
い

礼
あや

秀
ほ

ちゃん（2歳）
高木（平成25年2月19日）

いつもみんなを笑顔にしてく
れる一花ちゃん。
スクスク育ってね♡
（聖お父さん　理紗お母さん）

西
にしもと

本一
いち

花
か

ちゃん（2歳）
小坂（平成25年2月22日）

我が家のアイドル♡
やんちゃＧＡＬ♡大好き！！

（朝海お母さん）

野
の だ

田愛
あ ね ら

音來ちゃん（1歳）
上野（平成26年2月4日）

音
楽
教
師
だ
っ
た
父
の
影
響
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
ピ

ア
ノ
を
は
じ
め
、
父
の
指
導
の
も
と
ピ
ア
ノ
を
学
び
ま

し
た
。
学
校
卒
業
後
は
、
音
楽
と
は
違
う
道
を
選
択
。

し
か
し
、
音
楽
へ
の
夢
を
諦
め
き
れ
ず
42
歳
の
と
き
に

心
機
一
転
、
平
成
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
を
受
験
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
学
へ
入
学
す
る
た
め
、
家
族
で
郷
里

の
鹿
児
島
を
離
れ
御
船
町
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

当
時
、
子
ど
も
は
１
歳
、
夫
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
家
庭

と
学
業
を
両
立
。
自
然
豊
か
で
沢
山
の
人
に
出
会
い
こ

こ
御
船
町
が
と
て
も
好
き
に
な
り
、
卒
業
後
は
、
自
宅

で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
教
室
の
子
ど
も
た
ち

は
、
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
目
を
輝
か
せ
レ
ッ
ス
ン

に
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
持
ち
、
３
月

の
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
大
会
、
６

月
の
発
表
会
に
向
け
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
ら
う
元
気
を
力
に
し
て
、
こ
こ
御
船
町

で
ず
っ
と
ピ
ア
ノ
教
師
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑚
を

積
み
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「生徒たちに元気をもらっています」と話す青木さん

81

It is now my favorite month of the year, February! 
Back home in Montana the snow would be the deepest 
for skiing, the days would be getting longer, and the 
weather would be a little warmer.  Two of the three 
hold true here in Mifune and I am starting to get 
“spring fever”.  “Spring fever” is a saying used in 
America that means you are getting anxious to get 
back outside and enjoy warm weather activities again.

無
邪
気
な
梨
乃
と
お
年
頃
の
菜
緒
。
菜
緒
は
お
年
頃
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
反
抗
期
に
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
一
緒
に
生
活
す
る

中
で
、反
抗
期
の
中
に
ま
た
違
っ
た
か
わ
い
さ
が
見
え
て
い
ま
す
。

学
校
や
上
野
で
の
生
活
に
慣
れ
、
一
皮
む
け
た
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

成
長
し
て
お
り
、
二
人
の
成
長
を
喜
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

孫
た
ち
に
は
褒
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
褒
め
、
悪
い
と

こ
ろ
は
し
っ
か
り
し
つ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
昔
か
ら

礼
儀
に
つ
い
て
は
厳
し
く
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。特
に
あ
い
さ
つ
、

要
所
要
所
で
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
に
は
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
真
っ
直

ぐ
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
生
活
し
て
き
た
中
で
培
っ
て
き
た
経

験
を
、
日
々
の
会
話
の
中
で
少
し
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
話
せ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
話
・
キ
エ
コ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

𡈽つ
ち

田だ　

幸ゆ
き

人と

さ
ん（
上
野
・
73
歳
）・
キ
エ
コ
さ
ん（
68
歳
）

山や
ま
し
た下　

菜な

お緒
ち
ゃ
ん（
11
歳
）・
梨り

の乃
ち
ゃ
ん（
9
歳
）

お姉ちゃんも高校きまった事
だし、私も保育園頑張るぞ
～！
（利史お父さん　沙弥香お母さん）

川
かわばた

端希
き ほ

歩ちゃん（3歳）
滝尾（平成24年2月20日）

我が家の癒し系アイドルのん
ちゃん。
元気に大きくな～れ！！
（潤也お父さん　香織お母さん）

花
はな

田
だ

稀
のぞ

実
み

ちゃん（1歳）
辺田見（平成26年2月25日）

わが家のワンパク長男、お姉
ちゃんたちに負けずたくまし
くなってね♡
（五郎お父さん　小代里お母さん）

山
やま

田
だ

煌
あき

士
と

くん（3歳）
滝尾（平成24年2月24日）

まだまだ甘えん坊さんの笑愛
ちゃん。これからも元気いっ
ぱいで育ってね♡
（順也お父さん　美晴お母さん）

平
ひら

野
の

笑
え あ

愛ちゃん（3歳）
七滝（平成24年2月6日）

2月は1年の間で私が大好きな月のひとつです。
私の故郷モンタナでは、スキーをするのに最高の
コンディションの雪が積もっていることでしょう。
また、1日の日照時間が長くなり、気温も少しず
つ上昇していると思います。今述べた3つのうち、
2つのことはここ御船町にも当てはまっています
ね。そして私は自身の中での「春の気持ちの高まり
（Spring fever）」を感じつつあります。「Spring   
fever」とはアメリカで使われる言い回しで、春の
訪れに伴う外出の機会を心待ちにし、好天のもとで
の様々な活動を楽しみにしているような心情を表し
ています。

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
平成27年２月28日土　（当日消印有効）

◉１月号の正解
①－Ｂ
◉１月号の当選者
応募総数40通で全問正解者は40通でした。
抽選の結果、次の15人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
梶原ケイコ（田　代）／横溝　里奈（辺田見）
西山美沙妃（滝　尾）／古閑智和子（水　越）
丸山　睦美（滝　尾）／齊藤　成彦（ 陣 ）
水野よし子（高　木）／山下　あい（辺田見）
宮村むつ子（滝　尾）／髙瀬　典子（ 陣 ）
福永　道治（豊　秋）／松坂　　怜（滝　川）
長木　幸代（高　木）／藤原　　安（辺田見）
いとうしおん（田　代）

問①ふねまるのお誕生日会は何日でしょ
う？
Ａ－３月１日日
Ｂ－３月８日日
Ｃ－３月15日日

（ヒント・９ページ）
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ムゾラシカ

EE gggl hhh-JJJJapppp eEEEEnnggggllliisshhhh-JJJJaappppaaneesseee

わたしにとっての
日本一広報クイズ広報クイズ

問題

来月号は、3月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、2月27日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

6

Spring fever 

※「ムゾラシカ」は御船弁で「かわいらしい」の意味です。

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
よ
！

春の気持ちの高まり
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Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

９
時
30
分
〜
12
時

▽
ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
御
船
店
駐
車
場

13
時
45
分
〜
16
時

▼
献
血
で
き
る
人

17
歳
〜
69
歳
の
人
で
体
重
が
50
㎏
以
上
の

人
※
女
性
は
18
歳
〜
69
歳

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献

血
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
2
8
2
-1
6
0
2

「
統
計
の
日
」の
標
語
を
募
集

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
、
統
計
に

対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調
査
に

対
す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
が
頂
け
る

よ
う
に
と
定
め
た「
統
計
の
日（
10
月
18
日
）」

の
周
知
を
図
る
た
め
、
毎
年
総
務
省
で
は
標

語
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
小
規
模
飼
養
者
と
は

▽
１
頭
以
下　

牛
、
水
牛
、
馬

▽
５
頭
以
下　

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い

の
し
し
、
鹿

▽
10
羽
未
満　

だ
ち
ょ
う

▽
１
０
０
羽
未
満　

鶏
、
あ
ひ
る
、
あ
い

が
も
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
、
ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
、
き
じ
―
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▼
提
出
期
限　

３
月
10
日
火

問　

町
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

☎
2
8
2
-1
6
0
7

健
康
診
査
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

健
康
診
査
の
案
内
を
３
月
上
旬
に
各
家
庭

に
送
付
し
ま
す
。
受
診
希
望
の
有
無
を
記
入

し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
内
容

▽
集
団
健
診
（
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
）

▽
日
帰
り
ド
ッ
ク

▼
対
象
者　

▽
特
定
健
診
、
日
帰
り
ド
ッ
ク

40
歳
〜
74
歳
で
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者　

知
お

ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
日
〜
７
日
土
ま
で
『
も
う
い
い

か
い　

火
を
消
す
ま
で
は
ま
あ
だ
だ
よ
』
を

全
国
防
火
標
語
と
し
て
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
開
催
さ
れ
ま
す
。空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

３
月
１
日
日
〜
７
日
土

問　

町
消
防
団
（
町
総
務
課
地
域
・
防
災
係
）

☎
2
8
2
-1
1
1
1

上
益
城
消
防
本
部

☎
2
8
2
-1
9
5
5

年
１
回　

飼
養
頭
数
の
報
告
を

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
年
一
回
そ
の
飼

養
頭
羽
数
（
２
月
１
日
時
点
）
を
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
規
模
飼
養
者

で
こ
の
よ
う
な
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
役
場
農
業
振
興
課
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
が
ん
検
診

40
歳
以
上（
男
性
）、20
歳
以
上（
女
性
）

▼
健
診
期
間

▽
集
団
健
診

•
７
月

▽
日
帰
り
ド
ッ
ク（
病
院
で
実
施
）

•
７
月
〜
12
月

▼
申
込
期
限　

３
月
20
日
金

※
集
団
健
診
時
は
、
歯
科
検
診
や
相
談
も
実

施
し
ま
す
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
2
8
2
-1
6
0
2

献
血
の
お
願
い

冬
場
は
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多

く
な
り
、
特
に
献
血
者
が
少
な
く
輸
血
用
血

液
が
不
足
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
患

者
を
守
る
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
船
町
で
は
次
の
日
程
で
、
４
０
０
㎖
の

献
血
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
26
日
木

▼
実
施
場
所
・
時
間

▽
御
船
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

無
料
登
記
相
談
を
行
い
ま
す（
予
約
制
）

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
な

ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

３
月
12
日
木

（
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時（

12
時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
場
所　

役
場
２
階
相
談
室

問
・
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
3
6
4
-2
1
4
5

（
音
声
案
内
で
②
↓
①
↓
②
を
押
し「
御

船
相
談
予
約
」
と
申
し
出
く
だ
さ
い
）

法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
御
船
町
内
の

人
を
対
象
に
、
困
り
事
や
悩
み
事
の
無
料
法

律
相
談
を
毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
着
８
人
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
18
日
水　

10
時
〜
14
時

▼
場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会「
ひ
ば
り
荘
」

▼
内
容　
【
民
事
】
▽
金
銭
の
貸
し
借
り

▽
売
買
▽
交
通
事
故
▽
給
料

▽
土
地
▽
建
物
▽
登
記
―
な
ど

【
家
事
】
▽
離
婚
▽
成
年
後
見

▽
養
育
費
▽
相
続
▽
遺
産
―
な
ど

問　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
2
8
2
-0
7
8
5

口
蹄
疫
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

１
月
６
日
、
韓
国
は
、
養
豚
農
家
２
戸
の

新
た
な
発
生
と
と
も
に
、
牛
農
家
１
戸
で
口

蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
公
表
し

ま
し
た
。
昨
夏
に
３
年
３
カ
月
ぶ
り
に
同
国

で
豚
で
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、
初

め
て
牛
の
発
生
事
例
と
な
り
、
12
月
３
日
以

降
、
韓
国
で
は
50
件
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
（
１
月
14
日
現
在
）。

口
蹄
疫
は
、
平
成
22
年
の
宮
崎
県
に
お
け

る
発
生
前
に
も
韓
国
で
の
発
生
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
他

の
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
継
続
的
に
本
病
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
の
移
動
が
一
層
盛

ん
に
な
る
春
節
（
２
月
19
日
）
を
迎
え
る
こ

と
も
あ
り
、
我
が
国
へ
の
本
病
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。町

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

域
社
会
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
口
蹄
疫

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
を
お

守
り
く
だ
さ
い
。

▼
海
外
へ
旅
行
・
日
本
に
入
国
す
る
場
合

•
ほ
と
ん
ど
の
国
か
ら
の
肉
製
品
は
日
本
へ

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
許
可
な

く
持
ち
込
ん
だ
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
海
外
で
は
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
農
場
な

ど
へ
の
立
ち
入
り
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

•
日
本
到
着
時
に
履
物
の
消
毒
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
場
へ
立
ち
入
っ
た
り
、
家
畜
に

触
れ
た
り
、
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
土

皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
応
募
資
格

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の

部
、
一
般
の
部
（
小
中
高
以
外
の
学
生
及
び

一
般
の
方
）、
統
計
調
査
員
の
部
（
統
計
調

査
員
を
さ
れ
た
方
）、公
務
員
の
部（
各
府
省
、

都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
職
員
）

▼
応
募
条
件

応
募
用
紙
（
御
船
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
中
）
に
て
、
１
人
５
作
品
ま
で
応
募
で
き

ま
す
。

応
募
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

▼
提
出
先

▽
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の

部
、
一
般
の
部

総
務
省
政
策
統
括
官
室
ま
で
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：toukeinohi@

soum
u.go.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
3
-5
2
7
3
-1
1
8
1

▽
統
計
調
査
員
の
部
、
公
務
員
の
部

御
船
町
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
メ
ー
ル
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：kikakushinko@
tow
n.m
ifune.lg.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
2
8
2
-2
8
0
3

▼
入
選
作
品
の
決
定

決
定
は
平
成
27
年
６
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
入
選
者
に
は
表
彰
状
お
よ
び
副
賞
を
授

与
し
ま
す
。

問 

役
場
企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

☎
2
8
2
-1
2
6
3

の
付
い
た
靴
を
お
持
ち
の
人
は
、
帰
国
時

に
動
物
検
疫
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
畜
産
農
家
の
場
合

•
自
分
の
農
場
に
入
る
際
は
、
靴
や
持
ち
込

む
物
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

•
外
部
か
ら
の
人
や
車
を
な
る
べ
く
農
場
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
畜
産
関

係
者
を
は
じ
め
農
場
に
立
ち
寄
る
車
（
タ

イ
ヤ
周
り
や
運
転
席
も
）
や
持
ち
込
む
物

は
必
ず
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

•
発
生
国
に
滞
在
し
て
い
た
人
や
発
生
国
か

ら
の
輸
入
品
を
農
場
に
近
づ
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
従
業
員
の
方
も

含
め
て
、
口
蹄
疫
発
生
国
へ
の
渡
航
は
で

き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

•
口
蹄
疫
を
拡
げ
な
い
た
め
に
は
、
早
期
発

見
が
と
て
も
大
切
で
す
。
毎
日
、
家
畜
を

よ
く
観
察
し
て
、
異
常
に
気
づ
か
れ
た
時

に
は
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
0
9
6
4
-2
8
-6
0
2
1　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
9
6
4
-2
8
-7
4
1
2

募

集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林

の
役
割
や
現
状
と
い
っ
た
情
報
発
信
や
、
国

有
林
を
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
管
理
経
営

し
て
い
く
た
め
多
く
の
意
見
を
集
め
る
た
め

「
国
有
林
管
理
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
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横176㎜横176㎜
縦55㎜縦55㎜

広　告

▼
モ
ニ
タ
ー
の
活
動

①
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答

②
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
意
見

や
提
言
の
報
告
な
ど

③
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
〜
２
回
程
度
、
希
望
者
の
み
）

▼
応
募
資
格

20
歳
以
上
で
、
九
州
・
沖
縄
８
県
居
住
者

※
国
会
・
地
方
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長

と
国
家
公
務
員
は
除
く

▼
応
募
方
法

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
職
業
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
み
。

▼
募
集
期
限

2
月
27
日
金
（
当
日
消
印
有
効
）

※
選
考
結
果
は
、
３
月
下
旬
頃
に
依
頼
状
の

発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

九
州
森
林
管
理
局 

企
画
調
整
課

☎
3
2
8
-3
5
1
1

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

内
閣
府
で
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

な
ど
平
成
27
年
度
の
青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限 

3
月
20
日
金

問 

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

☎
0
3
-6
2
5
7
-1
4
3
4

（http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

）

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

岩
本　

恵
子　

様
（
木　

倉
）
椄
植
チ
ヱ
子
様

吉
本　

正
雄　

様
（
高　

木
）
政
人　

様

増
永　

優
子　

様
（
水　

越
）
泰
成　

様

森
下
ハ
ル
子　

様
（
御　

船
）
進　
　

様

原
田
富
喜
男　

様
（
辺
田
見
）
和
子　

様

長
船　
　

強　

様
（
辺
田
見
）
京
子　

様

井
島　

幸
雄　

様
（
辺
田
見
）
光
子　

様

【
一
般
寄
付
】

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

訂
正
と
お
詫
び

１
月
号
で
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
子
育
て
日
記　

三
男
・
暁
尚
く
ん
の
ふ
り

が
な

（
誤
）
あ
き
ひ
さ

（
正
）
と
し
ひ
さ

☎
3
3
3
-2
2
9
4

熊
本
県
装
飾
古
墳
一
斉
公
開
‒春
‒開
催
！

熊
本
県
内
９
箇
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部
を

公
開
し
ま
す
。
古
墳
内
部
は
、
実
は
い
つ
で

も
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

一
斉
公
開
期
間
中
は
専
門
職
員
の
解
説
を
聞

き
な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

※
直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
公
開
日
時
・
会
場

①
３
月
21
日
土　

10
時
〜
16
時

田
川
内
１
号
墳
（
八
代
市
）、
大
村
横
穴

群
（
人
吉
市
）、
大
坊
古
墳
・
永
安
寺
東

古
墳（
玉
名
市
）、塚
坊
主
古
墳（
和
水
町
）、

京
ガ
峰
横
穴
群
（
錦
町
）

②
3
月
22
日
日

石
之
室
古
墳
（
熊
本
市
）、
横
山
古
墳
（
山

鹿
市
）、
宇
賀
岳
古
墳
（
宇
城
市
）

▼
入
場
料 

無
料

問 

県
立
装
飾
古
墳
館

☎
0
9
6
8
-3
6
-2
1
5
1

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

受
付
が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
万
一
の

ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上

の
団
体
で
ご
加
入
に
な
れ
ま
す
。
加
入
団
体

で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
保
険
で
す
。
掛
金
は
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
年
額
８
０
０
円
か
ら
、
高
校
生
以

上
の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て

金
額
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支

部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部 

☎
2
1
3
-9
0
1
5

「
種
イ
モ
市
」へ
の
出
展
者
を
大
募
集

御
船
町
の
春
の
風
物
詩
「
種
イ
モ
市
」
へ

の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。「
種
イ
モ
市
」

は
正
保
時
代（
１
６
４
４
年
―
１
６
４
８
年
）

か
ら
続
く
、
御
船
町
の
伝
統
市
で
す
。

種
イ
モ
を
主
役
に
、
野
菜
や
花
の
苗
な
ど

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
（
全
７
回
）

▽
４
月
１
日
水
・
５
日
日
・
10
日
金
・

15
日
水
・
20
日
月
・
25
日
土
・
30
日
木

▼
時
間　

７
時
〜
17
時

▼
場
所　

御
船
橋
下
河
川
敷

▼
出
品
販
売　

▽
種
イ
モ
▽
野
菜
▽
花

▽
果
物
▽
工
芸
品
―
な
ど

▼
区
間　

１
区
画
・
３
㍍
×
５
㍍

▼
出
店
料　

１
回
・
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

３
月
31
日
火

問
・
申
し
込
み

種
イ
モ
市
保
存
会
（
町
商
工
会
内
）

☎
2
8
2
-0
3
2
2

そ
の
他

御
船
警
察
署
管
内
の
事
故
・
事
件

▼
1
月
の
発
生
状
況

事故・事件の発生状況
御船署管内
発生件数

年累計
29
159

4
1
0
0
1
3

１月中
29
159

4
1
0
0
1
3

御 船 町
発生件数

年累計
6
27

1
0
0
0
0
1

１月中
6
27

1
0
0
0
0
1

事件・犯罪区分

交通人身事故
交通物損事故
空き巣
自販機狙い
万引き

オートバイ盗
自転車盗
車上狙い

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　  　
（
住
所
）　
（
故
人
）

馬
場
口
博
敏　

様
（
高　

木
）
ノ
ブ　

様

向
山　

精
氣　

様
（
滝　

川
）
博
子　

様

清
永　

直
行　

様
（
熊
本
市
）
ク
ミ
子
様

坂
井　

貴
司　

様
（
御　

船
）
砂
惠
子
様

上
田　

孝
良　

様
（
熊
本
市
）
孝
信　

様

松
本
タ
ヱ
子　

様
（
七　

滝
）
定
光　

様

荒
木　
　

弘　

様
（
木　

倉
）
信
光　

様

••••• 出演団体 •••••
◉御船町民コーラスアーベント・レーテ（御船町）
◉御船童謡教室ほほえみ（御船町）
◉御船中学校吹奏楽部（御船町）
◉御船トーンチャイムクラブ（御船町）
◉コーラス・カトレア（御船町）
◉御船町消防音楽隊（御船町）
◉益城女声合唱団ブリランテ・ましき（益城町）
◉合唱団「虹の橋」（山都町）
◉甲佐グリーンハーモニー（甲佐町）

期日　３月８日日
　　　12時30分開場
　　　13時開演
場所　カルチャーセンター

入場料無料

熊本シティ・オペラ協会より豪華ゲストが来場

問カルチャーセンター音楽祭実行委員会　☎２８２-０８８８

尾上 奈奈
ソプラノ

福嶋 由記
ソプラノ

佐久間 伸一
バ　　ス

渡辺ゆみこ
ピアノ

高藪 義則
テノール

19 18

第18回御船町カルチャーセンター音楽祭







○○○ ○○○


